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コーポレートベンチャーキャピタルファンド組成に関するお知らせ 

 

 

株式会社 GENDA（本社：東京都港区、代表取締役会長：片岡 尚、代表取締役社長：申 真衣、

以下「当社」）は、2023 年 11 月に設立したコーポレートベンチャーキャピタル活動を担う子会

社である株式会社 GENDA Capital（本社：東京都港区、代表取締役社長：羽原 康平、以下「GENDA 

Capital」）が GENDA Capital１号投資有限責任事業組合（以下、「当ファンド」）を組成すること

について、本日開催の取締役会において決議いたしましたことを、以下のとおりお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

１．当ファンド組成の理由 

当社は「世界中の人々の人生をより楽しく」を Aspiration（大志）に掲げ、2040 年に「世界

一のエンターテイメント企業」になることを目指しています。 

当社は、2018 年の創業以来、エンターテイメント領域における M&A を連続的に実施し、業容

拡大し、2023 年に東京証券取引所グロース市場へ上場いたしました。上場後約７か月間で 15 件

の M&A 案件を公表してまいりましたが、その過程においては魅力的なサービスや企業だとして

も、対象会社の規模や出資割合等の観点から、出資等を見送らざるをえない案件が多数ありまし

た。そこで、GENDA Capital を通じた間接的な投資を行うことで、当社が有する 1635 箇所の拠

点網で投資先のサービスの活用が可能となるほか、エンターテイメント領域のスタートアップ

企業との接点を強化し、当社グループ全体のイノベーションを加速したいという想いから、当フ

ァンドを組成するに至りました。 

当ファンドでは、パートナーに羽原 康平、片岡 尚、梶原 大輔の 3 名が就任し、リスクマネ

ーの提供だけでなく、経営者としての幅広い経験をもとに投資先の支援を実施していまいりま



す。また、当社ファンドでの投資をきっかけの一つとし、スタートアップと当社グループ各社と

の連携を図り、当社グループの「世界中の人々の人生をより楽しく」という Aspiration（大志）

の実現に向けて、より一層邁進してまいります。 

なお、当ファンドのファンド総額は、当社から GENDA Capital を通じた 5,500 万円の出資に加

え、外部の個人及び法人からの出資をあわせ、13.1 億円となっております。 

 

 

２．運用子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社 GENDA Capital 

（２） 所 在 地 東京都港区東新橋１丁目９番１号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 羽原 康平 

（４） 事 業 内 容 
コーポレートベンチャーキャピタルファンドの募集・運営 

ベンチャー企業等との協業推進 

（５） 資 本 金 50 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2023 年 11 月 10 日 

（７） 持 分 比 率 当社 100% 

（８） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 当社の 100%子会社であります。 

人 的 関 係 当社より役職員を派遣しています。 

取 引 関 係 該当なし 

 

 

３．当ファンドの概要 

（１） 名 称 GENDA Capital１号投資有限責任事業組合 

（２） 所 在 地 東京都港区東新橋１丁目９番１号 

（３） 無 限 責 任 組 合 員 GENDA Capital１号有限責任事業組合 

（４） フ ァ ン ド 総 額 組成当初 13.1 億円 

（５） 出資者・出資比率 
株式会社 GENDA Capital：5,500 万円 

他 個人 14 名、法人７社 

（６） 組 成 年 月 日 2024 年２月 27 日 

（７） 運 用 期 間 2024 年２月 27 日～2033 年 10 月 31 日 

（８） 投 資 対 象 国内を中心とした幅広いステージのスタートアップ企業 

当ファンドは、受入出資金額が当社の資本金の額の 100 分の 10 以上に相当し、当社の特定子会

社となります。 

  



４．日程 

2024 年２月 27 日 当ファンド組成に係る当社取締役会決議 

2024 年２月 27 日 当ファンド組成 

2024 年２月 28 日（予定） 当ファンド ファーストクローズ 

 

５．今後の見通し 

本件に伴う当社グループの業績および財務状況に与える影響につきましては、軽微であると

見込んでおりますが、事業の大幅な状況変化により財務的影響が生じる場合には 、明らかにな

った時点で速やかに開示いたします。 

以 上 


